
(1)第48号
と も し び 2010年7月25日

ヽ 伊10・タ蔓 
性 

● 

し 
o 協 

∠ゝ 
義軍 

東 第48号蕎 

・新支部長挨拶

・東京支部総会報告

・ 「東京支都国際奨学金」開始

女
子
学
生
亡
国
論
か
ら
半
世
紀

東
京
支
部
長

小
澤

紀
子

初
め
ま
し
て
。
今
年
度
か
ら
支
部
長
を

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実
は

I
A
U
W
を
運
営
す
る
流
れ
に
馴
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
ご
苦
労
し

た
支
部
委
員
が
本
来
任
期
切
れ
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
残
留
し
て
支
え
て
く
だ
さ

る
こ
と
を
了
解
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
あ

り
が
た
く
甘
え
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
J
A
U
W
の
現
況
を
簡
単
に

述
べ
、
次
に
活
動
活
発
化
に
つ
な
ぎ
た
い

思
い
で
私
見
を
申
し
上
げ
ま
す
。

法
人
改
革
の
波
を
受
け
て
I
A
U
W
は

一
般
法
人
格
の
認
可
を
受
け
る
べ
く
準
備

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
意
図
す

る
の
は
公
益
性
あ
る
活
動
を
増
や
す
こ
と

で
す
。
東
京
支
部
で
は
2
0
0
9
年
度
に

奨
学
金
を
新
設
し
、
開
発
途
上
国
内
に
住

む
女
性
が
高
等
教
育
を
受
け
て
自
立
す
る

こ
と
を
支
援
す
る
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
会
の
活
動
を
支
え
る
の
は

会
費
収
入
と
会
員
の
力
で
す
。
東
京
支
部

会
員
数
は
4
月
現
在
3
5
3
名
、
2
年
前

か
ら
5
0
名
減
と
な
り
ま
し
た
。
会
貝
が
減

る
の
は
、
会
貝
の
高
齢
化
に
よ
り
ま
す

が
、
加
え
て
会
員
の
価
値
観
が
多
様
化
し

た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

I
A
U
W
の
第
一
目
的
は
女
性
の
高
等

教
育
推
進
と
謳
わ
れ
、
全
国
セ
ミ
ナ
ー
で

は
性
差
に
よ
る
役
割
分
担
の
廃
止
が
高
く

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
半
世
紀
前
に
女
性

の
大
学
進
学
抑
制
の
常
識
が
壊
れ
、
そ
れ

に
対
す
る
男
社
会
の
無
理
解
が
ぶ
つ
か
っ

て
冒
頭
の
亡
国
論
が
堂
々
と
雑
誌
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
大
学
院
生
や
職

業
婦
人
、
あ
る
い
は
心
な
ら
ず
も
習
慣
に

従
っ
て
主
婦
で
あ
っ
た
人
に
は
女
性
団
体

は
拠
り
所
で
し
た
。
し
か
し
今
の
日
本
で

進
学
に
性
差
が
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

時
代
が
進
ん
で
、
女
性
の
就
職
が
当
た

り
前
に
な
る
と
、
次
は
昇
進
に
加
え
て
家

庭
内
で
の
役
割
分
担
が
問
題
と
な
り
ま
し

た
。
法
律
を
改
正
し
て
も
社
会
人
・
家
庭

人
の
感
覚
が
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
I
A
U
W
は
女
性
団
体
で
あ
っ
て

も
、
理
想
的
な
社
会
を
築
く
た
め
に
男
性

と
の
意
見
の
交
換
が
で
き
る
場
が
必
要
で

は
な
い
か
と
思
う
次
第
で
す
。

ご
意
見
と
委
員
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

自
由
に
討
諭
し
ま
し
ょ
う
。

事
業
報
告
・
予
定

4
・
的

東
京
支
部
総
会

記
念
講
演
「
王
朝
私
家
集
を

読
む
」

5
・
89

6
・
l

講
師

後
藤
祥
子
氏

I
A
U
W
第
5
3
回
通
常
総
会

於
・
静
岡

講
演
会
「
古
典
能
と
新
作
能
に

お
け
る
能
管
の
役
割
と
可
能

性
」

(
国
内
奨
学
委
貝
会
と
共
催
)

講
師

安
納
真
理
子
氏

6
・
5

守
田
科
学
研
究
奨
励
賞
贈
呈
式

7
・
2
5

東
京
支
部
会
報
「
と
も
し
び
」

第
4
8
号
発
行

1
0
・
0
0

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ

「
改
め
て
問
う
、
「
国

際
社
会
と
連
携
す
る
N
G
O
活

動
」
と
は
」

於
・
女
性
と
仕
事
の
未
来
館

1
2
・

講
演
会
(
詳
細
は
未
定
)

1
・

新
春
の
つ
ど
い
・
国
内
奨
学
金

贈
呈
式

3
・
2
5

東
京
支
部
会
報
「
と
も
し
び
」

第
4
9
号
発
行

3
・

第
1
0
回
自
然
科
学
講
演
会
(
科

学
研
究
奨
励
委
員
会
と
共
催
)

以
後
の
事
業
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



2010年7月25日
と も し び 第48号(2)

2009年度㈱大学女性協会東京支部決算報告書

(2009年4月1日へ2010年3月31日) (単位:円)

科 目 予簾頼 決後顧 差異 傭 考 

工 事某活動収支の部 

1 青葉活動収入 

(4)会費収入 

支部会費収入 1.035.0α) 鉄瓶00) -67.0飢) 345口 

(5)事業収入 

シンポジウム・講演会"講座収入 30.00 14.750 -15250 講演会会費 等 

その他の行事参加費収入 

(6浸託事業収入 

(7)総会参加賞収入 

支部総会参加賞収入 

(8)寄付金収入 140.000 186.400 46,400 個人 サークル 等 

(9)補助金等収入 

00)雑収入 

受取利息収入 6.(X" 1.008 -4.192 

その他雑収入 100.00 1(調.00 0 バザー 

(1珂也会計からの繰入金収入 

本部会計からの繰入金収入 25.(X" 26.調0 1,(議) 入会金・賞助会員還付金 

青葉活動収入計 1.336.(調0 1296.958 -39,042 

2 青葉活動支出 

(1)事業費支出 

シンポジウム"講演会・糧座費用支出 330.(殺) 310.440 葛19.560 総会"講演会の会場費 講師謝礼 等 

その他奨学金・詣経費支出 

分担金・国際関係支出 

NG〇・その他分担金支出 

支部活動費支出 40.(X畑 26.737 -13:263 委貝会費 調査研究賞 

広報活動費支出 1飲).(X調 185.220 25220 ともしび発行(年2回) 

寄付金支出 50.00 50.00 0 UNHCR協会へ寄付(3万円)東京支部国際奨学金(2万円) 

その他の事業活動支出 

周年記念事業支出 

印刷製本賞支出 10.(X" 7.3敦) -2.650 

通信運搬費支出 180.(X鳩 153.625 -26.375 事業に要する通信費 

消耗品質支出 50.(00 31.379 -18.621 事業に要する封筒 ラベル用紙 コピー代 等 

図書・資料費支出 

雑支出 

(2)管理費支出 

会議費支出 

支部総会責支出 80.0α) 27.852 -52.148 総会案内のハガキ 総会茶菓子 等 

旅費交通費支出 30.()飢) 29.700 -300 発送手伝いの交通費補助 

通信運搬費支出 

什器備品賞支出 10.(朋 0 ー10.()調) テープ ゴム印 等 

消耗品質支出 10.(畑) 865 -9i135 委員会用賀科コピー代 等 

印刷製本賞支出 

雑支出 10.(朋 7.575 -2,425 香典登記簿取得費 

(3胞会計への繰入金支出 

本邦会計への繰入金支出 650.(×" 650.00 0 支部分担金(55万円) 国内奨学金(10万円) 

事果活動支出請 1.610.00 1.480.743 -129.257 

青果活動収支差額 -274.000 -183.785 00215 

Ⅱ 投資活動収支の部 
1 投資活動収入 

(3)支部事紫活動準備金取崩収入 

投資活動収入計 
2 投資活動支出 

(3)支部事業活動準備金取得支出 

投資活動支出計 

投資活動収支差額 

Ⅳ 予備費支出 10,0α) 0 -10.(X調 

当糊収支差額 -284.000 -183.785 100215 

前期繰越収支差額 740.700 740.7紡 0 

次期績趨収支差額 456.7鈍 557.011 1(調215 

事業埠借金状況: 普通預金 嬉800.(朋 中央三井信託銀行新宿西口支店

運用金状況: 繰越金 平詣7.011 普通預金 曽370.517 三菱東京U円銀行 四谷支店

現金 半186.494

厳正に監査致しました結果、正確に記載されており、間違いか、ことを証明致します。

会計 浜田和子 鈴川佳子

柳10年4月7日 会計監査 佐々木浪子

会計監査 三浦由紀子



(3〉第的号
と も し び 2010年7月25日

201 0年度㈱大学女性協会東京支部収支予算書(正味財産増減計算書)

(2010年4月l日-2011年3月31日) (単位:円)

科 目 

公益目的事集会軸 その他青果会計 

支部計 
セミナー尊 奨学会 

国厩交漬・ 支緩 
小計 広報活動 会員活動 支鵠畿会 中軸 

I 〇線正味財産増減の龍 

1.纏綿増減の穆 

〈1脆常収益 

支部会費 1額),(東調 100.(X調 180,0飢) 370.0億) 70.(×調 620.(議) 810.(X" 

シンポジウム・講演会・ 講座事業収益 
10.00 10.(議) 0 10.00 

支部総会事業収益 

その他の行事参加費 

受託事業 

補助金収益 

受取寄付金 00,00 50.(議) 80.(×調 0 80.00 

受取利息 2,0調) 2.()α) 0 2.00 

その他収益 1(".0飢) 100,(×調 0 100.0α) 

本部会計からの繰入金収入 25.(X調 25.00) 0 褐00 

纏綿収益請 257,000 100.000 50,00 407.000 180.000 370.000 70.000 620.000 1.027.000 

(2脆常置用 

事業費 

奨学金 100.00) 2000 120.00 0 120.(議) 

給料手当 00,00) 8000 220.()調) 22000 300,(×" 

陣時雇賞金 

会議費 20.00 20.(議) 10.0α) 10.00 20.0調) 40.00 

会場費 110.00 110.00 0 110.0調) 

旅費交通費 0 50.(00 50.0議) 50.(朋 

通信運搬費 80.(X調 80,0α) 10.00 30.(議) 40.00 120.(議) 

減価償却費 

消耗什器備品費 0 10.(×調 10.00 10.(議) 

消耗品質 重20,0α) 120.(X調 00,00 20.(東0 110.(議) 230.0調) 

修繕費 

印刷製本貫 0 180.0調) 25.00 10.()α) 215.00 215.(蝿0 

光線水稗貫 20,00 20.(×調 0 20.(〕調) 

賃貸料 

諾謝金 200.00 創0.00 0 200.00 

支払負担金 

支払助成金 

支払寄付金 00.(X調 30,(東調 0 00,(×調 

委託費 

照査研究費 10.00 10.00 0 10,00 

諸会費 

図書・資料購入費 

経費 0 10,(X調 10,00 10.(X東) 

緩常置用軸 00,000 100.00 50.000 700.000 100.000 425.00 70.000 675.00 1.465.000 

当調鮭常増減額 -4綿.(X調 

2.絶常外増減の龍 

当期一般正味財産増減額 -438.(×畑 

一般正味財産期首残高 4.417.011 

一般正味財産期末残高 3.979.011 

Ⅲ 正味財産期末叢書 3.979.011 

分担金綿万円は、給料手当(30万円)、消耗品質(16万円)、光熱水神責(2万円)に入れました。それをセミナー等と会員活動lこ分けました。



第48号(4)び音
容も>

」
2010年7月25日

(
東
京
支
部
総
会
報
告
)

害
記

今
村

麻
子

東
京
支
部
総
会
は
2
0
1
0
年
4
月
的

日
出
、
津
田
ホ
ー
ル
内
会
議
室
で
開
催
さ

れ
た
。

支
部
正
会
貝
数
3
5
3
名
中
、
出
席
者

数
詑
名
、
有
効
委
任
状
提
出
者
数
1
1
0

名
、
計
1
6
2
名
で
総
会
は
成
立
し
た
。

森
川
支
部
長
の
4
年
間
の
支
部
長
任
期

を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
会
貝
の
方
々
へ

の
感
謝
と
通
常
総
会
へ
の
出
席
要
請
、
東

京
支
部
国
際
奨
学
金
設
立
報
告
、
東
京
支

部
安
貞
会
へ
の
協
力
支
援
要
請
の
挨
拶
に

続
き
議
事
に
入
っ
た
。
2
0
0
9
年
度
事

業
報
告
、
決
算
報
告
、
及
び
会
計
監
査
報

告
が
承
認
さ
れ
、
次
い
で
2
0
1
0
年
度

事
業
計
画
案
、
予
算
案
が
審
議
承
認
さ
れ

た
。
新
支
部
長
は
欠
席
で
あ
っ
た
が
、
新

支
部
長
、
新
役
貝
の
承
認
、
新
委
貝
の
紹

介
後
議
事
は
終
了
し
た
。

続
い
て
房
野
会
長
に
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
滞
在
中
に
出
席
さ
れ
た
会
議
の
報
告
が

あ
っ
た
。
東
京
支
部
会
貝
の
減
少
に
つ
い

て
は
、
「
去
る
者
は
追
わ
ず
、
魅
力
あ
る

活
動
を
し
て
会
貝
の
増
加
を
は
か
る
」
と

い
う
前
向
き
の
姿
勢
を
示
さ
れ
た
。
来

年
、
「
国
連
の
場
で
1
A
U
W
独
自
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
出
そ
う
で
は
な
い

か
」
と
い
う
提
案
も
あ
り
、
総
会
は
終
了

し
た
。

記
念
請
演
は
、
日
本
女
子
大
学
教
育
文

化
振
興
桜
楓
会
理
事
長
、
後
藤
祥
子
氏
の

「
王
朝
私
家
集
を
読
む
」
と
い
う
演
題
で

行
わ
れ
た
。
柳
名
を
超
え
る
会
貝
外
の

方
々
を
含
め
、
0
0
余
名
の
会
場
い
っ
ぱ
い

の
参
加
者
が
あ
り
、
さ
な
が
ら
数
十
年
前

の
学
生
時
代
の
講
義
を
思
い
起
こ
さ
せ
る

和
や
か
な
講
演
会
で
あ
っ
た
。

(
東
京
支
部
総
会
諦
念
講
演
会
)

(
.
1
0
・
4
・
1
0
)

「
王
朝
私
家
集
を
読
む
」

講
師

後
藤

祥
子
氏

4
月
1
0
日
、
東
京
支
部
総
会
に
続
い
て

後
藤
祥
子
氏
の
記
念
請
演
が
あ
り
ま
し

た
。
後
藤
氏
は
日
本
女
子
大
学
の
学
長
・

理
事
長
を
務
め
ら
れ
、
現
在
は
日
本
女
子

大
学
教
育
文
化
振
興
桜
楓
会
理
事
長
の
要

職
に
つ
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
専
門

は
源
氏
物
語
等
中
古
文
学
の
第
一
人
者
で

す
が
、
お
若
い
頃
に
は
当
協
会
の
学
徒
研

究
奨
学
金
を
受
け
ら
れ
、
ま
た
理
事
も
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
当
東
京
支
部
の
会

員
で
も
あ
り
ま
す
。
講
演
が
始
ま
る
前
か

ら
ロ
ビ
ー
は
楽
し
み
に
待
つ
人
で
い
っ
ぱ

い
に
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

演
題
「
王
朝
私
家
集
を
読
む
」
の
私
家

集
と
は
「
石
川
啄
木
集
」

な
ど
と
は
違

い
、
当
時
の
貴
族
の
子
々
孫
々
に
伝
え
る

財
産
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
暮
ら
し
ぶ

り
、
中
で
も
女
性
の
生
き
方
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
も
の
で
す
。
ま
た

女
の
私
家
集
は
、
年
代
日
時
は
あ
え
て
ぼ

か
し
て
書
か
れ
て
は
い
る
が
、
当
時
の
人

に
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
よ
う
な
表
現
を

し
て
お
り
、
そ
れ
が
源
氏
物
語
の
冒
頭
「
い

づ
れ
の
御
時
に
か
…
」
と
い
う
書
き
出
し

に
結
び
つ
い

て
い
る
こ

と
、
そ
し

て
、
紫
式

部
の
創
作

で
は
あ
る
が

た
い
へ
ん
リ

ア
リ
テ
ィ
ー

を
も
っ
て
読

ま
れ
る
要

因
と
な
っ
て

い
る
と
の
お
話
で
し
た
。

「
伊
勢
大
輔
集
」

「
和
泉
式
部
集
」

「
相

模
集
」
な
ど
は
、
作
者
同
士
の
交
流
を
通

し
て
、
創
作
を
挑
発
し
た
り
、
精
神
安
定

に
役
立
っ
た
り
、
自
分
が
仕
え
る
女
院
に

和
歌
を
作
る
こ
と
で
貢
献
す
る
仕
事
振

り
、
恋
愛
や
家
族
関
係
な
ど
が
し
の
ば
れ

る
興
味
深
い
も
の
で
す
。
昔
、
和
泉
式
部

が
、
夫
の
任
地
に
随
行
す
る
「
現
地
随
行

妻
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
の
私
た
ち
の

多
く
に
共
通
す
る
も
の
で
、
時
を
隔
て
な

が
ら
と
て
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
親
し
み

の
持
て
る
も
の
で
し
た
。

相
模
の
「
息
女
集
」
(
恋
に
物
思
う
女
)
、

ヘ
リ

へ
一
・
(
・
・
人
工
-
-
か

′
、
人

「
和
泉
式
部
続
集
」
、
「
日
次
詠
歌
群
」
と

講
演
は
続
き
、
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ

る
う
ち
に
熱
気
あ
ふ
れ
る
会
が
終
わ
り

ま
し
た
。

(
酒
莱

美
智
子
)
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(5)寮48号

(
第
鵜
国
道
常
総
会
報
告
)

副
支
部
長

芦
漂

紗
知
子

今
年
度
の
全
国
総
会
は
5
月
8
日
、
9

日
、
m
日
の
見
学
会
と
3
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
地
は
雄
大
美
景

の
富
士
山
を
間
近
に
見
る
静
岡
で
し
た
。

右
肩
下
が
り
の
続
く
会
貝
数
の
減
少
、
一

般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
と
も
な
う
定
款
・

会
計
処
理
の
変
更
、
任
期
満
了
の
役
貝
に

代
わ
る
新
理
事
及
び
監
事
の
選
出
。
今
回

は
こ
の
3
議
題
が
主
だ
っ
て
い
ま
し
た
。

8
日
は
臨
時
理
事
会
、
評
議
貝
会
の
後

に
支
部
長
懇
談
会
が
あ
り
、
新
し
く
な
っ

た
会
計
処
理
と
各
支
部
が
共
通
で
抱
え
て

い
る
会
貝
減
少
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。
支
部
活
性
化
の
た
め

の
具
体
的
な
提
案
も
あ
り
、
各
支
部
そ
れ

ぞ
れ
に
参
考
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。
夜

の
懇
親
会
は
、
地
元
メ
ニ
ュ
ー
の
お
い
し

い
食
事
と
と
も
に
静
岡
大
学
生
2
5
名
に
よ

る
ガ
ム
ラ
ン
の
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
バ

リ
島
か
ら
の
留
学
生
を
交
え
て
の
本
格
的

な
音
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。
指
導
し
た
の

は
静
岡
大
学
・
小
西
潤
子
准
教
授
で
、
大

阪
大
学
在
学
中
に
l
A
U
W
の
国
内
奨
学

金
を
授
与
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

9
日
の
総
会
に
は
、
貌
支
部
か
ら
総
出

席
者
教
1
7
1
名
(
東
京
支
部
か
ら
幼
名

出
席
)
。
房

野
会
長
を

議
長
に
予

定
議
事
は

進
行
さ
れ
、

第
1
号
議

案
か
ら
第

7
号
議
案

ま
で
す
べ

て
承
認
さ

れ
ま
し
た

(
詳
細
は
会
報
I
A
U
W
を
参

照
)
。
懇
談
の
部
で
は
、
一
般
社
団
法
人

に
向
け
て
の
定
款
作
成
の
素
案
が
配
布
さ

れ
、
次
回
の
総
会
で
の
議
案
に
し
た
い
と

の
意
向
が
あ
り
ま
し
た
。
新
役
貝
も
決

定
。
新
会
長
は
青
木
怜
子
氏
。

東
京
支
部
を
は
じ
め
と
し
、
全
国
の
支

部
活
動
が
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
午

前
の
部
の
終
わ
り
に
、
静
岡
県
文
化
観
光

部
世
界
遺
産
推
進
課
の
望
月
俊
和
氏
に
よ

る
公
開
講
演
会
「
世
界
遺
産
と
富
士
山
」

が
あ
り
、
地
域
密
着
の
演
題
で
映
像
と
と

も
に
親
し
め
ま
し
た
。

会
期
中
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
リ
ボ
ン
を
肩

に
活
躍
し
て
く
だ
さ
っ
た
静
岡
支
部
の
皆

さ
ま
、
心
強
く
、
頴
も
し
か
っ
た
で
す
。

*
総
会
出
席
者
に
資
料
と
し
て
配
布
さ
れ

た
新
法
人
に
向
け
て
の
定
款
の
素
案
を

ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
支
部
長
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

静
岡
支
部
主
催
見
学
会

(
.
1
0
・
5
・
1
0
)

バ
ス
旅
行
参
加
記

5
月
1
0
日
午
前
8
時
会
貝
飾
名
が
2
台

の
バ
ス
に
分
乗
、
「
グ
リ
ン
ピ
ア
牧
之
原
」

に
向
け
出
発
。
茶
畑
の
緑
が
見
渡
す
か
ぎ

り
続
き
、
防
霜
扇
が
そ
の
中
に
立
っ
て
い

る
風
景
は
目
に
鮮
や
か
で
あ
っ
た
。
牧
の

原
大
地
の
茶
園
は
明
治
維
新
後
生
計
を
立

て
る
た
め
、
士
族
や
川
越
し
の
人
足
が
開

墾
し
た
地
で
あ
る
。
春
の
新
茶
の
芽
吹
き

は
、
た
と
え
よ
う
の
な
い
美
し
い
風
景
で

あ
る
。
「
グ
リ
ン
ピ
ア
牧
之
原
」

に
は
茶

の
栽
培
か
ら
製
茶
ま
で
一
貫
し
た
設
備
が

あ
る
。
朝
摘
み
の
新
茶
を
い
た
だ
き
な
が

ら
経
営
者
か
ら
、
茶
の
歴
史
、
味
わ
い
方
、

流
れ
方
等
を
聞
き
、
工
場
見
学
を
し
た
。

そ
の
後
法
被
姿
に
着
替
え
て
茶
畑
に
入
り

茶
摘
み
を
体
験
、
手
掴
み
は
「
一
芯
二
葉
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。
記
念
撮
影
後
、
お
茶

の
数
々
の
料
理
に
舌
鼓
を
う
っ
た
。

臨
済
寺
は
、
今
川
義
元
が
京
都
妙
心
寺

か
ら
名
僧
を
招
き
、
賎
横
山
に
開
山
し
た

臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
禅
寺
で
あ
る
。
専
門

道
場
と
し
て
各
地
よ
り
修
行
僧
が
来
て
い

る
。
正
面
山
門
は
舵
機
山
の
鬱
蒼
と
繁
る

大
木
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
本
堂
(
国
の
重

要
文
化
財
)

へ
は
長
い
鬼
階
段
を
登
る
。

こ
れ
ら
の
端
正
な
す
べ
て
の
建
物
、
そ
の

前
庭
の
玉
砂
利
は
雲
水
の
修
行
と
掃
除
に

よ
っ
て
枯
淡
の
美
が
保
た
れ
て
い
る
。

臨
済
寺
は
2
度
戦
火
に
あ
っ
て
い
る
。

1
度
目
は
信
玄
が
再
建
(
1
5
7
2
年
)
、

2
度
目
は
家
康
が
再
建
(
1
5
8
2
年
)

し
た
。
そ
れ
が
今
日
の
伽
藍
で
あ
る

(
未

公
開
)
。
庭
園
は
賎
横
山
の
峯
に
か
け
3

段
に
築
か
れ
、
雄
大
で
あ
っ
た
。
庭
は
池

泉
廻
遊
式
、
茶
室
は
京
都
大
徳
寺
高
明
事

の
写
し
、
炉
は
徳
川
慶
喜
公
が
愛
用
し
た

も
の
で
あ
る
。

徳
川
家
康
公

(
幼
名
竹
千
代
)

は
今
川

家
の
人
質
と
し
て
駿
府
に
い
た
少
年
時
代

今
川
家
の
執
権
職
で
あ
っ
た
ポ
願
書
難
の

教
え
を
受
け
た
。
1
2
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
害
を
習
い
、
害
史
を
読
み
、
兵
書
を

学
び
、
徳
川
家
平
治
3
0
0
年
の
太
平
は

こ
こ
で
培
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

最
後
に
静
岡
県
庁
別
館
の
展
望
室
に
上

が
り
、
市
街
は
も
と
よ
り
駿
府
城
址
や
駿

河
湾
に
続
く
山
々
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

静
岡
支
部
の

方
々
に
心
か
ら
感

謝
し
っ
つ
帰
路
に

つ
い
た
。

牧
の
原

一
芯
二
葉
の

茶
摘
み
か
な

(
坂
井

英
子
)
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(
.
1
0
・
2
・
1
8
)

「
手
続
法
上
の
子
の
最
善
の
利
益
」

講
師

若
林

昌
子
氏

翻
訳
に
携
わ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
法
学
者
の
著
作
に
「
子
ど
も
の
最

善
の
利
益
」
と
い
う
言
葉
が
頻
出
す
る
た

め
、
そ
れ
を
冠
し
た
先
生
の
ご
講
演
を
お

聞
き
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。
今

回
、
2
度
目
の
機
会
を
得
て
、
共
訳
者
と

と
も
に
早
速
申
し
込
み
ま
し
た
。
「
と
も

し
び
」

に
感
想
文
を
、
と
い
う
ご
依
頼

も
、
深
く
考
え
ず
お
受
け
し
た
の
で
す

が
、
講
演
が
始
ま
っ
て
ま
も
な
く
後
悔
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
先

生
が
言
葉
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
き
ち
ん
と
定

義
し
て
使
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
門
外
漢
に
は
全
体
の
内
容
の
半
分

も
き
っ
と
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
、
と
知

ら
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
正
直
に
告
白
す
る

と
、
こ
れ
が
感
想
の
ひ
と
つ
め
で
す
。

と
は
い
え
、
法
が
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
法
は
互
い
に

つ
な
が
り
合
っ
た
体
系
と
し
て
整
備
さ

れ
、
社
会
の
な
か
で
一
定
の
機
能
を
果
た

す
制
度
と
し
て
意
図
さ
れ
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
制
度
あ
る
い
は
体
系
と
い

う
訳
を
あ
て
る
英
語
の
シ
ス
テ
ム
、
そ
の

ふ
た
つ
の
語
義
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し

た
。先

生
は
、
正
義
の
理
念
を
示
す
実
体

法
、
そ
れ
を
実
施
に
移
す
た
め
の
手
続

法
、
両
者
の
ど
ち
ら
に
不
備
が
あ
っ
て
も

正
し
い
裁
き
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う
場
合
が

出
る
、
そ
れ
で
は
法
の
支
配
が
確
か
な
も

の
と
な
ら
ず
、
社
会
の
安
心
が
達
成
で
き

な
い
、
と
訴
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。

後
半
で
は
、
子
ど
も
の
監
護
権
を
め
ぐ

る
具
体
的
な
審
判
の
事
例
を
交
え
な
が

ら
、
法
が
司
る
役
割
、
あ
る
い
は
法
が
及

ん
で
い
な
い
領
域
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
法

の
整
備
が
な
っ
た
と
は
一
言
え
な
い
現
状
を

認
め
、
法
の
も
つ
役
割
を
も
っ
と
積
極
的

に
捉
え
る
こ
と
が
大
切
だ
、
と
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
は
じ
め
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
東

京
支
部
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
。

(
神
奈
川
支
部

穐
田

信
子
)

(
東
京
支
部
講
演
会
)

(
.
1
0
・
6
・
1
)

「
古
典
能
と
新
作
能
に
お
け
る

能
管
の
役
割
と
可
能
性
」

講
師

安
納

真
理
子
氏

6
月
1
日
、
古
典
能
・
新
作
能
に
お
け

る
能
管
に
つ
い
て
講
演
会
が
開
か
れ
た
。

講
師
の
安
納
真
理
子
氏
は
、
ア
メ
リ
カ

国
籍
の
日
系
2
世
、
大
学
で
化
学
(
フ
ル
ー

ト
を
副
専
攻
)
を
学
ば
れ
、
大
学
院
で
は

フ
ル
ー
ト
を
専
攻
、
能
に
出
会
わ
れ
能
管

の
音
に
ひ
か
れ
て
日
本
に
留
学
、
「
新
作

能
に
お
け
る
音
楽
技
法
-
能
管
を
中
心

に
」
を
修
士
論
文
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
現

在
東
京
芸
大
大
学
院
博
士
課
程
で
音
楽
文

化
学
を
専
攻
さ
れ
て
い
る
。
2
0
0
9
年

度
国
内
奨
学
生
で
あ
る
。

講
演
は
、
歴
史
か
ら
始
ま
っ
た
。

6
0
0
年
続
く
古
典
能
は
、
室
町
時
代
に

観
阿
弥
、
世
阿
弥
父
子
に
よ
り
大
成
さ

れ
、
江
戸
時
代
ま
で
猿
楽
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
明
治
維
新
に
よ
り
廃
絶
の
危
機
に
瀕

し
た
が
、
皇
族
や
岩
倉
具
視
等
の
後
援
に

よ
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
明
治
以
降
、

時
代
を
反
映
し
た
新
作
能
が
生
ま
れ

3
0
0
曲
を
超
え
る
と
い
う
。

続
い
て
、
能
管
に
つ
い
て
安
納
氏
の
演

奏
と
映
像
を
交
え
な
が
ら
解
説
を
聞
く
。

能
管
は
、
竹
製
の
横
笛
で
歌
口
と
指
孔

(
7
つ
)
が
あ
り
、
表
面
は
桜
樺
・
漆
で
獲

わ
れ
、
歌
口
と
指
孔
の
間
の
管
の
内
に
「
ノ

ド
」
と
呼
ぶ
細
竹
が
巌
め
て
あ
り
、
能
管
独

特
の
高
音
を
発
し
豊
か
で
特
徴
の
あ
る
表

現
が
で
き
る
。
曝
子
方
の
中
で
も
登
場
人

物
の
感
情
や
情
景
を
印
象
的
に
表
わ
す
。

「
中
の
舞
」
「
下
端
」
の
演
奏
は
、
会
場

に
澄
ん
だ
音
色
が
響
い
た
。
「
敦
盛
」
や

「
井
筒
」

の
映
像
で
は
謡
と
舞
、
能
管
の

調
べ
を
楽
し
ん
だ
。

次
に
、
詩
人
W
・
B
・
イ
エ
イ
ツ
の
演
劇

「
鷹
の
井
戸
」
に
影
響
を
受
け
た
「
鷹
姫
」

「
鷹
の
泉
」
「
シ
ア
タ
ー
能
楽
英
語
熊
鷹
の

井
」
を
取
り
上
げ
て
、
新
作
能
の
斬
新
な

試
み
や
他
の
演
劇
ジ
ャ
ン
ル
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
解
説
が
あ
っ
た
。

古
典
能
の
影
響
が
強
い
一
方
で
、
古
典
能

に
な
い
音
型
や
技
法
が
作
曲
家
笛
方
に
よ

り
生
み
出
さ
れ
て
い
る
と
結
ば
れ
た
。

能
楽
へ
の
関
心
を
一
層
深
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
講
演
で
あ
っ
た
。

(
網
田

眞
紀
子
)
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(7)築48号

『
東
京
支
部
国
際
奨
学
金
』
開
始

東
京
支
部
で
は
、
昨
年
度
、
国
際
奨
学

金
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。第

1
回

目
の
奨

学
生
は
、

ル
ワ
ン
ダ

の
ウ
ム
リ

ナ
・
ガ
ク

バ
・
デ
ィ
ア
ネ
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

彼
女
は
、
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
・
ア
ン
ド
・
バ
ン
キ
ン
グ

(
S
F
B
)

の
2
部
に
在
籍
す
る
2
4
歳
で
す
。
昼
間

は
、
ム
リ
ン
デ
ィ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ワ
ン
ラ

ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
義
肢
装
具
士
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。
彼
女
の
職
場
は
、
日

本
女
性
の
ル
ダ
シ
ン
ク
ワ
真
美
さ
ん
が
代

表
を
務
め
る
、
ル
ワ
ン
ダ
の
義
肢
製
作
所

で
、
障
害
を
持
つ
人
々
を
無
償
で
支
援
し

て
い
る
N
G
O
で
す
。

彼
女
は
、
2
0
0
8
年
度
の
神
奈
川
県

の
海
外
技
術
研
修
貝
制
度
の
研
修
貝
に
選

ば
れ
て
来
日
し
、
1
年
間
、
横
浜
市
で
義

肢
装
具
士
と
し
て
の
研
修
を
受
け
て
い
ま

す
。
そ
の
時
の
奮
闘
ぶ
り
が
朝
日
新
聞
で

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

専
門
課
程
で
は
、
経
済
学
を
専
攻
し

て
、
ル
ワ
ン
ダ
の
経
済
発
展
に
寄
与
で
き

る
よ
う
に
、
勉
学
に
励
み
、
ゆ
く
ゆ
く
は
、

経
済
学
の
勉
強
に
日
本
に
留
学
し
た
い
と

の
夢
も
抱
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

彼
女
の
学
費
は
、
年
額
、
日
本
円
に
換

算
し
て
1
0
万
円
か
か
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
そ
れ
だ
け
に
東
京
支
部
か
ら
の
奨
学

金
2
万
円
は
、
彼
女
に
と
っ
て
、
価
値
の

あ
る
本
当
に
有
難
い
支
援
だ
そ
う
で
す
。

彼
女
の
推
薦
者
の
、
ル
ダ
シ
ン
グ
ワ
真
美

さ
ん
に
と
っ
て
も
、
「
涙
が
出
る
ほ
ど
嬉

し
か
っ
た
」
と
い
う
彼
女
の
感
謝
ぶ
り

は
、
想
定
外
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
報
告
を
聞
い
て
、
こ
の
奨
学
金
制
度

を
創
設
し
た
意
義
を
身
に
氾
み
て
感
じ
た

S戸Bキャンバス

次
第
で
す
。

こ
の
制
度
で
、

発
展
途
上
国

の
高
等
教
育

機
関
で
学
ぶ

女
性
を
、
持

続
的
に
支
援

し
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

(
鈴
川
佳
子
)

東京支部国際奨学金20 1 0年度募集要項

日 的:この事業は日本以外の高等教育機関に在学する女性に対し奨学金を支給して学業に専

念させ、母国における女性の地位向上に貢献できる人材を養成することを目的とする。

応募条件:応募者は日本以外の国籍をもつ女性で、かつ、その国の高等教育機関に在学して
いる者とする。

奨学金:一人当たり年額20,00円を上限とする。

支給期間:卒業するまでの正規在学期間とする。

★2010年度の応募締切は10月31日、支給開始は201 1年1月より

問い合わせ先:大学女性協会 東京支都国際奨学金係

TE」 : O3.3358・2882 FAX : O3・3358-2889 E-Ilraii : jan@jauw.org

ご椎葉やご紹介をお待ちしています!

(
第
1
 
2
回
寺
田
科
学
研
究
奨
励
賞
贈
呈
式
)

(
.
1
0
・
6
・
5
)

贈
呈
式
は
6
月
5
日
に
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
に
て
行
わ
れ
た
。
受
賞
者
は
大
阪

大
学
微
生
物
病
研
究
所
助
教
の
小
根
山
千

歳
博
士
と
富
山
大
学
理
工
学
研
究
部
准
教

授
の
小
林
か
お
り
博
士
で
あ
る
。
贈
呈
式

に
引
き
続
き
、
受
賞
講
演
が
行
わ
れ
た
。

小
根
山
博
士
の
「
S
r
C
に
よ
る
が
ん

形
質
発
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
題
す
る
諦

演
で
は
、
が
ん
遺
伝
子
S
r
C
に
よ
る
が

ん
化
シ
グ
ナ
ル
に
ラ
フ
ト

(
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
に
富
ん
だ
領
域
)
が
抑
制
的
に
作

用
す
る
と
い
う
新
し
い
概
念
が
示
さ
れ

た
。
今
後
、
ラ
フ
ト
の
機
能
を
利
用
し
た

新
た
な
が
ん
の
予
防
や
治
療
法
の
開
発
が

期
待
さ
れ
る
。
小
林
博
士
の
「
新
し
い
電

波
望
遠
鏡
の
た
め
の
マ
イ
ク
ロ
波
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
築
」
で
は
、
実
験
室
で
得
ら

れ
た
マ
イ
ク
ロ
波
分
光
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
に
よ
り
、
電
波
望
遠
鏡
で
観
測
さ
れ
た

ス
ペ
ク
ト
ル
の
詳
細
な
解
析
が
可
能
と
な

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
広
範
な

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
は
、
電
波
観
測
の

進
展
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。

講
演
後
に
開
か
れ
た
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
、
受
賞
者
の
恩
師
、
関
係
者
、
会
貝

諸
姉
の
約
0
0
人
が
受
賞
を
祝
福
し
た
。

(
香
取

浩
子
)



第48号(8)びしも>
」

2010年7月25日

(
今
年
度
か
ら
の
新
委
員
)

ク
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
〃

4
年
間
、
国
内
N
G
O
委
貝
長
と
し
て

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
楽
し
い
日
々
で
し

た
。
東
京
支
部
は
特
に
大
事
な
働
き
を
し

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
皆
様
と
い
っ
し

ょ
に
大
学
女
性
協
会
の
発
展
を
願
い
、
微

力
な
が
ら
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
岡
部

道
子
)

こ
の
た
び
は
お
仲
間
に
加
え
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
輩
の

方
々
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
私

の
出
来
る
範
囲
で
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(
大
川

葉
代
)

(
各
係
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
)

☆
会
員
係

住
所
の
変
更
は
速
や
か
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
重
要
な
お
知
ら
せ
や
楽
し
い
催

し
物
の
ご
案
内
が
届
き
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
会
貝
数
が
減
少
し
て

ま
す
。
お
知
り
合
い
に
お
声
を
か
け
て
仲

間
に
な
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

(
細
貝

久
美
子
)

☆
講
座
・
見
学
係
(
バ
ザ
ー
係
を
兼
務
)

会
場
に
出
向
い
て
直
接
お
聞
き
し
た
い

と
思
え
る
よ
う
な
演
題
と
講
演
者
、
ま
た

一
度
行
っ
て
み
た
い
と
コ
メ
ン
ト
い
た
だ

け
る
よ
う
な
見
学
会
の
企
画
を
目
指
し
た

く
思
い
ま
す
。
新
メ
ン
バ
ー
6
名
で
力
を

合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
方
々
、

ご
友
人
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

(
野
口

紀
美
子
)

☆
と
も
し
び
係

東
京
支
部
会
報
「
と
も
し
び
」
は
、
年

2
回
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
会
見
一

人
ひ
と
り
の
気
詩
を
つ
な
ぐ
一
助
に
な
れ

ば
、
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
広
が

り
や
身
近
で
楽
し
い
こ
と
な
ど
何
で
も
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

(
酒
葉

美
智
子
)

「
、
-
̃
、
-
i
、
-
i
.
-
i
、
)
̃
.
-
̃
、
I
̃
.
-
-

「
胃
㍑
藩
i_.__._,_.」

★
英
語
講
座

・
第
一
・
第
三
金
曜
日午

前
十
時
̃
十
二
時

・
大
久
保
地
域
セ
ン
タ
ー
三
階

・
講
師
・
松
本
節
也
元
法
政
大
学
教
授

「
さ
し
絵
入
り
英
国
史
」
を
講
読
中
。

・
連
絡
先
・
宮
下
好
子

(
食
〇
三
⊥
二
四
二
-
三
七
五
八
)

★
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
工
)

・
第
三
・
第
四
水
曜
日

午
前
十
時
半
̃
十
二
時
半

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

.
輔
十
暇
譲
経
で
い
ま
す
。

・
連
絡
先
・
藤
田
典
子

(
a
〇
四
五
-
八
二
一
-
四
一
八
二
)

★
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
Ⅱ
)

・
第
三
・
四
火
曜
日

午
前
十
時
半
̃
十
二
時

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
貝

源
氏
物
語
関
連
の
「
伊
勢
物
語
」
を
読

ん
で
い
ま
す
。

・
連
絡
先
・
中
山
律
子

(
寄
〇
三
-
三
三
三
六
-
四
六
二
八
)

★
水
墨
画
教
室

・
第
二
木
曜
日

午
後
一
時
半
̃
三
時
半

・
I
A
U
W
事
務
所
会
議
室

・
講
師
・
日
高
絹
子
(
絹
紅
)
会
貝

・
初
心
者
歓
迎

若
干
名
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

・
連
絡
先
・
森
川
淳
子

(
食
〇
四
五
-
五
八
三
-
三
四
三
〇
)

★
楽
し
い
俳
句
会

三
月
末
で
終
了
し
ま
し
た
。

圏
住
所
等
ご
変
更
の
場
合
は
、
事
務
所
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

圏
使
用
済
み
の
切
手
を
事
務
所
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

圏
会
費
未
納
の
方
は
、
用
紙
の
「
振
込
み

の
ご
案
内
」
を
参
照
の
上
、
ど
う
ぞ
お

早
め
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
女
性
協
会
東
京
支
部

2
0
1
0
年
度
役
員

支
部
長

副
支
部
長

書
記

会
計

会
員
係

小
澤

堀
内

松
岡

今
村

早
瀬

鈴
川

紀
子
黍
安
・
九
院
一

洋
子
(
津
)

幸
子
(
東
女
)

麻
子
(
東
女
)

陽
子
(
津
・
院
)

佳
子
(
奈
女
)

竹
井
香
州
子
(
津
)

大
川

薫
代
(
津
)

圏
ネ
ッ
ト
で
ホ
ッ
ト
な
情
報
を
ー
・

キ
ー
ワ
ー
ド
「
l
A
U
W
」

で
検

索
し
て
、
本
部
・
支
部
主
催
イ
ベ

ン
ト
や
奨
学
生
募
集
な
ど
、
今
の

話
題
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
際
的
活
動
情
報
を
原
文
で
欲
し

い
方
は
支
部
長
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

○
細
見
久
美
子
(
茶
)

村
木

晴
子
(
津
)

講
座
・
見
学
係

岩
田

良
子
(
日
女
)

岡
部

道
子
(
日
女
)

田
辺

範
子
(
茶
)

玉
津

淑
子
(
日
女
)

°
野
口
紀
美
子
(
日
女
)

浜
田

和
子
(
東
女
)

と
も
し
び
係

芦
澤
紗
知
子
(
日
女
)

〇
滴
棄
美
智
子
(
神
戸
外
)

会
計
監
査

佐
々
木
澄
子
(
東
女
)

森
川

淳
子
(
茶
)

○
印

各
係
チ
ー
フ

l
 
i
l
-
・
-
、
.
7
1
・
l
i

-
1
1
・
-
1
-
′
l
i
1

-
1
-
′
l
-
、

1

1

(
編
集
後
記
)

強
力
な
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
と
も
し
び

低
号
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
親
切
で
当

を
得
た
ア
ド
バ
イ
ス
、
素
早
い
返
信
な
ど
、

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
改
め
て
大
学
女
性
協
会
、
東
京

支
部
の
実
力
を
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

(
S
・
A
・
0
・
H
)

と
も
し
び
四
八
号

発
行
日

二
〇
一
〇
年
七
月
二
十
五
日

発
行
社
団
法
人
大
学
女
性
協
会
東
京
支
部

編
集
と
も
し
び
係

〒
胤
冊
新
宿
区
左
門
町
十
一
番
六
二
〇
一

周
〇
三
・
三
三
五
八
・
二
八
八
二

印
刷
タ
ナ
カ
印
刷
㈱

弛
〇
三
i
三
三
五
八
三
八
八
九


